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報
　

宿
戸
小
学
校
（
山
田
幸さ

ち
ろ
う朗
校
長
、児
童
１
６
３
人
）
の
1
、2
年
生
52
人
が
2
月
8
日
、

ミ
ズ
キ
団
子
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
指
導
に
訪
れ
た
地
元
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
ミ

ズ
キ
団
子
の
意
味
を
教
え
て
も
ら
っ
た
児
童
た
ち
は
、
今
年
1
年
の
豊
作
、
豊
漁
を
願

い
な
が
ら
ミ
ズ
キ
の
枝
に
団
子
を
飾
り
付
け
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

団
子
の
花
に
願
い
込
め̶





❹２０１１.３月号ひろの広 

報ひろの広 

報❺ ２０１１.３月号

受賞者のご紹介
（敬称略）

▶特別表彰（26個人）
吹
ふっ

切
きり

美
み

一
いち

（前洋野町議会議長）、粒
つぶ

来
らい

富
とみ

雄
お

（洋野町議会議長）、
阿
あ

部
べ

俊
とし

夫
お

（元洋野町教育委員会委員長）、日
ひ

影
かげ

 勇
いさむ

（前洋野町教
育委員会委員長）、谷

や

地
ち

勝
かつ

安
やす

（前洋野町選挙管理委員会委員長）、
川
かわ

口
ぐち

富
とみ

市
いち

（洋野町代表監査委員）、長
なが

根
ね

山
やま

幸
ゆき

男
お

（前洋野町農業委
員会会長）、奥

おく

寺
でら

定
さだ

雄
お

（洋野町農業委員会会長）、下
しも

平
たい

富
とみ

男
お

（洋
野町固定資産評価審査委員会委員長）、中

なか

野
の

春
はる

男
お

（洋野町長職務
執行者（合併時））、下

しも

大
おお

澤
さわ

武
たけ

志
し

（前洋野町副町長）、小
こ

橋
ばし

正
まさ

巳
み

（元
洋野町教育委員会教育長）、小

こ

森
もり

重
しげ

則
のり

（前洋野町教育委員会教育
長）、梨

な

子
し

誠
せい

子
こ

（洋野町婦人団体連絡協議会初代会長）、関
せき

根
ね

清
きよ

正
ただ

（洋
野町教育振興会初代会長）、青

あお

木
き

喜
よし

彦
ひこ

（洋野町体育協会初代会長）、
上
かみ

平
たい

長
ひさ

雄
お

（洋野町芸術文化協会初代会長）、濱
はま

道
みち

秀
ひで

人
と

（種市高等
学校レスリング部監督）、大

おお

野
の

 章
あきら

（卓球指導者）、下
しも

舘
だて

孝
こう

一
いち

（洋
野町商工会初代会長）、小

こ

西
にし

敏
とし

睦
むつ

（洋野町社会福祉協議会初代会
長）、髙

たか

屋
や

敷
しき

 悟
さとる

（洋野町老人クラブ連合会初代会長）、岩
いわ

本
もと

芳
よし

夫
お

（洋
野町身体障害者協議会初代会長）、七

なな

役
やく

幸
こう

三
ぞう

（洋野町連合消防団
初代団長）、上

うわ

野
の

石
いし

之
の

助
すけ

（住民（ウクライナ））、前
まえ

山
やま

総
そう

一
いち

郎
ろう

（八
戸大学ビジネス学部教授）

▶特別表彰（26団体）
東京大野つばさ会、在京たねいち会、洋野町婦人団体連絡協議会、
洋野町教育振興会、洋野町体育協会、洋野町芸術文化協会、洋
野町ＰＴＡ連合会、洋野町パークゴルフ協会、種市高等学校レ
スリング部、大野高等学校卓球部、大野第一中学校卓球部、大
野第二中学校卓球部、瀧澤鶏舞保存会、角浜駒踊り保存会、お
おの駒踊り保存会、洋野町商工会、洋野町しいたけ産業振興協
議会、大野木工生産グループ、洋野町社会福祉協議会、洋野町
老人クラブ連合会、洋野町身体障害者協議会、洋野町公衆衛生
組合連合会、洋野町保健推進委員協議会、洋野町食生活改善推
進員協議会、洋野町消防団、洋野町婦人消防協力隊

▶感謝状（６団体）
種市海鳴太鼓、おおの鳴雷太鼓、平内さんさ愛好会、おおの雅組、
てんつく連、大野第二中学校生徒会

町
村
合
併
５
周
年
記
念
式
典

功
労
者
に
敬
意
表
す　

県
や
県
議
会
、
近
隣
市
町
村
な

ど
か
ら
来
賓
が
駆
け
付
け
、
約
８

０
０
人
の
町
民
が
参
加
し
た
式
典

で
、
水
上
信
宏
町
長
は
「
財
政
環

境
は
厳
し
い
が
、
皆
様
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
成

果
は
着
実
に
現
れ
て
い
る
。
今
後

も
官
民
一
体
と
な
り
、
合
併
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
」
と
式
辞
。
功
労
者

へ
の
敬
意
と
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
へ
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
22
年
度
の
町
勢

功
労
者
5
人
（
詳
細
２
㌻
）
を
表

彰
し
、
26
個
人
・
26
団
体
に
特
別

表
彰
、
６
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈

（
受
賞
者
は
５
㌻
で
紹
介
）。
水
上

町
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に

表
彰
状
や
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
元
町

連
合
消
防
団
長
の
上
森
賢け

ん

治じ

さ
ん

  

式
典
で
功
労
者
表
彰

2
月
20
日
、
町
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
「
町
村
合
併
５
周
年
記
念
式
典
」。

式
典
で
は
、
各
分
野
で
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
８
０
０
人
が
参
加
し
た
会
場
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

町民文化会館のステージに整列する受賞者の皆さん

が
「
身
に
余
る
光
栄
で
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
こ
れ
か
ら

も
町
や
地
域
活
動
に
貢
献
で
き
る

よ
う
精
一
杯
努
力
を
続
け
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
前
町
議
会

議
長
の
吹
切
美み

一い
ち

さ
ん
の
発
声
で

万
歳
三
唱
。
約
８
０
０
人
が
会
場

に
大
き
な
声
を
響
か
せ
、
町
の
発

展
に
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
種
市
海
鳴
太
鼓
と

お
お
の
鳴
雷
太
鼓
の
共
演
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
町
民
憲
章
の
唱
和

で
は
種
市
小
と
大
野
小
の
児
童
６

人
が
声
高
ら
か
に
リ
ー
ド
す
る
な

ど
、式
典
に
活
気
を
添
え
ま
し
た
。

■
平
成
18
年 （
２
０
０
６
）

・
洋
野
町
誕
生
（
１
月
１
日
）

・
全
国
中
学
校
選
抜
大
会
県
予
選
大
会

卓
球
競
技
で
大
野
二
中
男
子
、
大
野
一

中
女
子
が
団
体
優
勝
（
１
月
９
日
）

・
第
1
回
臨
時
会
で
初
代
議
長
に
吹
切

美
一
氏
、
副
議
長
に
福
島
秀
雄
氏
を
選

出
（
1
月
18
日
）

・
初
代
洋
野
町
長
に
水
上
信
宏
氏
が
当

選
（
１
月
29
日
）

・
ふ
れ
あ
い
町
長
室
ス
タ
ー
ト
（
3
月

24
日
）

・
種
市･

大
野
地
域
審
議
会
設
置
（
3

月
29
日
）

・
町
営
バ
ス
「
種
市
大
野
線
」
運
行
開

始
（
4
月
1
日
）

・
元
日
本
兵　

上
野
石
之
助
さ
ん
63
年

ぶ
り
に
帰
郷
（
4
月
19
日
）

・
洋
野
町
誕
生
記
念
式
典（
5
月
21
日
）

・
県
高
総
体
で
種
市
高
レ
ス
リ
ン
グ
部

が
2
年
ぶ
り
に
団
体
優
勝（
6
月
4
日
）

・
洋
野
町
誕
生
記
念
「
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
（
7
月
9
日
）

・
県
中
総
体
卓
球
競
技
団
体
戦
で
大
野

二
中
男
子
が
初
優
勝
、
大
野
一
中
女
子

が
３
連
覇
（
7
月
15
日
）

・
大
井
利
江
さ
ん
が
Ｉ
Ｐ
Ｃ
陸
上
競
技

世
界
選
手
権
円
盤
投
げ
競
技
Ｆ
53
ク
ラ

ス
で
金
メ
ダ
ル
（
9
月
5
日
）

・
第
１
回
在
京
同
郷
会
開
催
（
在
京

た
ね
い
ち
会
、
東
京
大
野
つ
ば
さ
会
）

（
11
月
19
日
）

■
平
成
19
年 （
２
０
０
７
）

・「
町
民
憲
章
」
と
「
町
の
花
鳥
木
」

が
決
ま
る
（
2
月
1
日
）

・
大
和
小
・
中
閉
校
記
念
式
典（
3
月
21
日
）

・
小
子
内
小
閉
校
記
念
式
典（
3
月
22
日
）

・「
洋
野
町
総
合
計
画
」
策
定
（
3
月
）

・「
種
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
第
一
期
工

事
完
了（
竣
工
記
念
式
典
）（
3
月
23
日
）

・ 

町
消
防
団
（
明
戸
実
団
長
）、
町
婦

人
消
防
協
力
隊
が
発
足
（
村
山
フ
ミ
ヱ

隊
長
）(

４
月
1
日
）

・
第
62
回
盛
岡
市
内
一
周
継
走
大
会
で

種
市
中
女
子
が
初
優
勝
、
男
子
が
準
優

勝
（
４
月
15
日
）

・
種
市
高
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
金
澤
勝
利

さ
ん
が
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
（
男

子
カ
デ
ッ
ト･
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
１
０

０
㌔
級
）
で
日
本
一
に
（
４
月
21
日
）

・
合
併
後
初
の
町
議
会
議
員
選
挙
。
議

員
定
数
32
人
か
ら
18
人
に（
４
月
22
日
）

・
議
長
に
粒
来
富
雄
氏
、
副
議
長
に
福

島
秀
雄
氏
を
選
出
（
５
月
10
日
）

・
県
高
総
体
で
種
市
高
レ
ス
リ
ン
グ
部

が
団
体
連
覇
（
６
月
２
日
）

・
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
洋
野 

合
併
記
念
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
（
9
月
２
日
）

・
第
1
回
町
民
体
育
祭
（
９
月
９
日
）

・
第
1
回
町
駅
伝
大
会
（
10
月
７
日
）

・
種
市
高
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
金
澤
勝
利

さ
ん
が
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
（
少
年
男

子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
96
㌔
級
）」
で
国

体
初
優
勝
（
10
月
５
〜
６
日
）

・
県
中
学
校
新
人
大
会
で
大
野
二
中
女

子
卓
球
部
が
団
体
初
優
勝（
11
月
17
日
）

・
大
野
産
業
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
国

土
交
通
省
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
の
大

賞
部
門
に
選
ば
れ
る
（
11
月
19
日
）

■
平
成
20
年 （
２
０
０
８
）

・
戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
稼
働（
２
月
４
日
）

・
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
㈱
が
大
野
線
お
よ
び

八
木
線
の
運
行
を
廃
止
（
３
月
31
日
）

・「
洋
野
町
地
域
サ
ポ
ー
ト
制
度
」
を

創
設
（
５
月
１
日
）

・
岩
手
北
部
地
震
発
生
（
７
月
24
日
）

・
洋
野
町
ふ
る
さ
と
大
使
に
21
人
任
命

（
６
月
28
日
）

・
文
部
科
学
大
臣
杯
第
19
回
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
中
野

中
男
子
が
団
体
優
勝
（
８
月
19
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
㌻
へ
続
く
）

洋
野
町

5
年
間
の
あ
ゆ
み

  

シ
ン
ポ
で
意
見
交
換

　

第
２
部
の
第
３
回
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
地
域
づ

く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
八

戸
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
前
山
総

一
郎
教
授
を
迎
え
、
町
内
３
団
体

か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
活
動
事
例

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

が
ん
ば
る
大
野
研
究
会
の
三
本

木
万た

か佳
史ふ

み

会
長
は
、
大
野
地
域
中

心
街
の
に
ぎ
わ
い
再
生
の
た
め
昨

年
８
月
に
開
催
し
た
「
が
ん
ば
る

‼
洋
野
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
in
お

お
の
」、
玉
川
あ
ね
っ
娘
の
会
の

町のさらなる発展を願い、参加した約800人が万歳三唱

活動事例を発表した３人のパネリスト（手前は前山教授）

澤
村
よ
う
子
会
長
は
、
高
齢
者
の

交
流
の
場
と
し
て
地
域
ぐ
る
み
で

月
１
回
開
い
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」、
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
の
林
下
康や

す

美み

委
員
長
は
、

一
昨
年
７
月
に
設
置
さ
れ
た
「
町

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
今
後

の
目
標
を
発
表
。
客
席
か
ら
は
質

問
が
相
次
ぐ
な
ど
熱
心
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
ま
ち
づ

く
り
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
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報❼

（
前
㌻
か
ら
）

・
大
井
利
江
さ
ん
が
北
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
円
盤
投
げ
競
技
で
銅
メ
ダ
ル
獲

得
（
９
月
14
日
）

・
種
市
・
大
野
両
地
域
合
同
「
町
歳
祝

敬
老
会
」
開
催
（
９
月
15
日
）

・
種
市
高
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
金
澤
勝
利

さ
ん
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国

体
（
少
年
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ

イ
ル
96
㌔
級
）」
で
優
勝
。
国
体
で
の

連
覇
果
た
す
（
10
月
１
〜
２
日
）

・
南
部
も
ぐ
り
誕
生
１
１
０
周
年
記
念

事
業
開
催
（
10
月
13
日
）

・ 

ふ
る
さ
と
交
流
ま
つ
り
に
併
せ
て

「
洋
野
町
物
産
展
」
を
い
わ
て
銀
河
プ

ラ
ザ
で
開
催
（
11
月
14
〜
15
日
）

■
平
成
21
年 （
２
０
０
９
）

・
第
85
回
箱
根
駅
伝
に
種
市
中
出
身
の

舘
石
盛
行
さ
ん
（
拓
殖
大
）
が
出
場

（
1
月
３
日
）

・
第
１
回
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
（
３
月
1
日
）

・
種
市
中
の
普
通
教
室
・
管
理
棟
完
成

（
３
月
23
日
）

・
洋
野
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定

（
4
月
１
日
）

・「
ド
リ
ー
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
〜
名
球

会
・
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
が
や
っ
て
来
る
〜
」

開
催
（
５
月
30
〜
31
日
）

・
県
高
総
体
で
大
野
高
卓
球
部
女
子
が

団
体
初
優
勝
（
６
月
５
〜
７
日
）

・「
森
の
カ
ブ
ト
虫
館
」
オ
ー
プ
ン
（
７

月
19
日
）

・
第
20
回
記
念
北
奥
羽
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ

大
会
開
催
（
８
月
18
日
）

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大

・
角
浜
中
の
生
徒
が
大
野
地
区
で
民
泊

学
習
実
施
（
９
月
29
〜
30
日
）

・
平
内
海
岸
高
潮
対
策
事
業
防
潮
堤
完

成
（
10
月
20
日
）

・
種
市
高
海
洋
開
発
科
「
天
然
ホ
ヤ
増

殖
試
験
」
で
稚
ホ
ヤ
放
流
（
11
月
18
日
）

・
町
し
い
た
け
産
業
振
興
協
議
会
が「
第

38
回
デ
ー
リ
ー
東
北
賞
」
受
賞
（
12
月

15
日
）

■
平
成
22
年 （
２
０
１
０
）

・ 

洋
野
町
長
に
水
上
信
宏
氏
が
再
選

（
１
月
24
日
）

・
町
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ダ

イ
ち
ゃ
ん
と
マ
キ
ち
ゃ
ん
」に
決
定（
２

月
22
日
）

・
本
県
初
の
大
津
波
警
報
が
発
表
（
２

月
28
日
）

・
城
内
中
閉
校
記
念
式
典
（
３
月
20
日
）

・
角
浜
中
閉
校
記
念
式
典
（
３
月
22
日
）

・
大
野
地
区
の
行
政
区
再
編
。
47
行
政

区
か
ら
43
行
政
区
へ
（
４
月
１
日
）

・「
ひ
ろ
の
ま
き
ば
天
文
台
」
オ
ー
プ

ン
（
５
月
１
日
）

・
城
内
小
と
角
浜
小
の
児
童
が
合
同
教

育
旅
行
「
ヒ
ー
ロ
ー
の
旅
」
実
施
（
５

月
15
〜
17
日
）

・
県
高
総
体
で
種
市
高
レ
ス
リ
ン
グ
部

が
３
年
ぶ
り
10
度
目
の
団
体
優
勝
（
6

月
４
日
）

・
県
乾
し
い
た
け
品
評
会
市
町
村
対
抗

の
部
で
洋
野
町
が
10
連
覇
達
成
（
６
月

11
日
）

・
町
し
い
た
け
産
業
振
興
協
議
会
が「
森

喜
作
賞
」
受
賞
（
７
月
６
日
）

・
県
中
総
体
の
卓
球
競
技
女
子
団
体
戦

で
大
野
一
中
が
優
勝
、
大
野
二
中
が
準

優
勝
（
７
月
17
〜
18
日
）

・
町
内
の
中
学
生
（
希
望
者
）
を
対
象

に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
を
開
始
（
７
月
20
日
）

・
県
高
校
新
人
戦
で
大
野
高
女
子
卓
球

部
が
団
体
戦
連
覇
（
10
月
30
日
）

■
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

・
第
87
回
箱
根
駅
伝
に
種
市
中
出
身
の

舘
石
盛
行
さ
ん
（
拓
殖
大
）、
大
野
二

中
出
身
の
木
村
翔
太
さ
ん（
東
京
農
大
）

が
出
場
（
1
月
2
〜
3
日
）

・
洋
野
町
町
村
合
併
5
周
年
記
念
式
典

（
２
月
20
日
）

試
算
で
は
約
１
５
０
億
円

合
併
効
果
を
再
確
認　

１
５
０
億
７
５
０
０
万
円

｜

。

　

こ
の
金
額
は
、
旧
種
市
町
と
旧

大
野
村
の
町
村
合
併
を
目
前
に
控

え
た
平
成
17
年
２
月
に
合
併
後
10

年
間
の
「
国
や
県
の
財
政
支
援
で

入
っ
て
く
る
お
金
（
収
入
）」
と

「
節
約
で
き
る
お
金
（
支
出
）」
を

試
算
し
た
も
の
で
す
（
図
１
を
参

照
）。

　

町
の
平
成
21
年
度
の
歳
出
決
算

額
（
１
年
間
で
使
っ
た
お
金
）
は

約
１
６
２
億
円
で
す
か
ら
、
合
併

後
の
10
年
間
で
、
町
の
１
年
間
の

支
出
に
近
い
額
を
支
援
し
て
も
ら

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
話

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
も
し

も
合
併
し
て
い
な
け
れ
ば
こ
の
財

政
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ず
、
合
併
前
と
同
じ
水
準
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
、
合
併
後
の
５
年
間

で
行
っ
て
き
た
公
共
工
事
な
ど
の

  

合
併
効
果
額
と
は

町
村
合
併
後
の
10
年
間
で
試
算
さ
れ
た
合
併
効
果
額
は
、
約
１
５
０
億
円
。

５
年
間
で
進
め
て
き
た
事
業
は
、
合
併
し
て
い
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
現
状
が
当
た
り
前
」
と
は
思
わ
ず
に
、
い
ま
一
度
「
合
併
効
果
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

事
業
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
は
、
平
成
17
年
２
月
に
策
定

し
た
「
新
町
建
設
計
画
」
や
平
成

19
年
３
月
に
策
定
し
た
「
洋
野
町

総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
合
併
効

果
を
有
効
に
活
用
し
て
年
次
的
に

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
合
併
市
町
村
補
助
金
」
で
は

戸
籍
や
農
地
情
報
、
道
路
台
帳
な

ど
の
電
算
シ
ス
テ
ム
や
町
消
防
団

の
備
品
な
ど
を
整
備
。「
自
立
支

援
交
付
金
」
は
基
金
と
し
て
積
み

立
て
て
「
地
域
づ
く
り
交
付
金
事

業
」
や
「
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
」
な
ど
町
民
主
体
の
ソ

フ
ト
事
業
に
活
用
し
、「
合
併
特

例
債
」
で
は
町
営
バ
ス
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
購
入
や
町
立
学
校
の
整

備
・
改
修
、
町
道
の
整
備
な
ど
を

  

財
政
効
果
の
活
用

●収入の効果額…121億8,700万円
①普通交付税…40億5,200万円
　合併後10年間は旧町村の交付税の合算額が
　もらえるため、同じ規模の自治体と比べて
　有利な算定でもらえるお金
②交付税…21億3,200万円
　合併直後の臨時的経費や合併特例債の償還
　に対し、国からもらえるお金
③合併市町村補助金…2億4,000万円
　行政サービスの確保や地域間の交流促進の
　ための事業に対し、国からもらえるお金
④合併市町村自立支援交付金…5億円
　合併した市町村の自立に向けた事業に対し、
　県からもらえるお金
⑤合併特例債…52億6,300万円
　新町建設のため必要な事業に対し、国から
　有利な条件で貸りられるお金（借金）

●支出の効果額…28億8,800万円
①人件費…38億7,700万円
　町議会議員の定数削減（32人→18人）、
　町村長などの特別職や各種行政委員、町
　職員の定数削減に伴って節約できるお金
②物件・補助費など…21億1,500万円
　合併による事業の効率化に伴って節約で
　きるお金
③公債費…▲20億400万円
　合併特例債の元利償還で支払うお金
④積立金…▲11億円
　合併後の地域振興のために積み立ててお
　く基金の積立金（貯金）

●平成18年から10年間の合併効果額は…150億7,500万円

※合併効果額は、町村合併後10年間（平成18～27年）
　の財政効果を試算したもの。数値は平成17年現在

図1）合併効果額の内訳

▲ ▲

進
め
て
い
ま
す
（
表
１
〜
３
を
参

照
）。

　

さ
ら
に
町
は
、
平
成
18
年
12
月

に
「
町
行
政
改
革
実
施
計
画
（
集

中
改
革
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
着
手
。

合
併
後
の
５
年
間
で
町
の
職
員
数

を
34
人
減
ら
す
な
ど
、
平
成
21
年

度
ま
で
の
目
標
額
で
あ
っ
た
約
9

億
円
を
上
回
る
、
約
13
億
５
０
０

０
万
円
を
削
減
す
る
な
ど
、
着
実

に
行
政
改
革
の
効
果
を
上
げ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

  

残
り
の
5
年
間

　

こ
の
よ
う
な
事
例
を
見
れ
ば
、

合
併
効
果
を
少
し
は
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
や
県
か
ら
の
財
政

支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
合
併

か
ら
10
年
後
の
平
成
27
年
ま
で
。

そ
の
後
の
財
政
支
援
は
、
５
年
間

か
け
て
段
階
的
に
減
ら
さ
れ
て
い

く
見
通
し
で
す
。
残
り
の
５
年
間

も
合
併
効
果
を
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
、
町
民
み
ん
な
が
知
恵
や
力

を
共
有
す
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
町
全
体
で
進
め
、
さ
ら
な

る
合
併
効
果
を
生
み
出
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

実績額 主な事業
H18 3,450 総合計画策定事業、消防団被服整備事業 ほか9事業
H19 12,350 戸籍電算統合システム整備事業 ほか3事業
H20 1,000 上下水道管理システム整備事業
H21 2,900 道路台帳統合事業、大野庁舎耐震診断調査事業
計 19,700

表1）合併市町村補助金の活用状況（単位:万円）

主な事業 H18 H19 H20 H21
地域づくり交付金事業 1,340 1,345 1,290 1,181
みんなのまちづくり支援事業 370 305 190 239
地域協働のまちづくり支援事業 150 230 130
ひろのイベント事業 1,300 1,240 1,220 1,260
洋野町誕生記念文化振興事業 490 360 650 490
商店街に響け子どもたちの声事業 730 620 760
海と高原のまち交流体験事業 60 20
その他の事業 70 220

計 3,570 4,130 4,480 4,080

表2）自立支援交付金の活用状況（単位:万円）

実績額 主な事業
H18 39,680 町営バス購入事業、通学バス購入事業 ほか4事業
H19 45,310 防災行政無線統合事業 ほか3事業
H20 81,410 種市中改築整備事業、町道大野線整備事業 ほか3事業
H21 52,780 小型ポンプ車整備事業、通学バス整備事業 ほか4事業
計 219,180

表3）合併特例債の活用状況（単位:万円）

※「主な事業」には複数年継続事業を含む

  INTERVIEW① 「みんなのまちづくり支援事業」活用団体に聞く

●がんばる大野研究会

三本木万
た か

佳史
ふみ

 会長
（坂組・45歳）

　家業の建築設計業のか
たわら、旧大野村商工会
青年部長など歴任。大野
の中心街ににぎわいを取
り戻すため、平成13年か
ら「中心市街地活性化推
進部会」のメンバーとし
て街灯整備や「夢市」の
開催に参画。平成21年
12月、大野地区の商工会
青年部員を中心に14人で
「がんばる大野研究会」を
設立。昨年8月に「がん
ばる‼洋野まちなかフェ
スタinおおの」を開催す
るなど、大野中心街のに
ぎわい再生に取り組む。

自分たちが住み続ける
「もとむら」ににぎわいを
　大野の「もとむら（中心街付近）」
は年々商店が減り、市日（５の付
く日に開催）の人出も減ってきて
います。日ごろ危機感を感じてい
る研究会のメンバーが何度も集
まって相談を重ね、「中心街でも
何かやっている」と思ってもらい、
まちなかにお客さんを呼び込む
きっかけにするため、昨年8月に
イベントを開催しました。現在は、
次回の内容や時期、場所などの構
想を練り始めています。もとむら
は自分たちが生まれ、これからも
住み続けていく場所。メンバー以
外の地域の人とも連携を深めなが
ら、にぎわいを町内外にＰＲして
いきたいですね。

㊤洋野まちなかフェ
スタinおおの（大野
小校庭、昨年8月8日）
㊨次のイベントの構
想を練る研究会のメ
ンバー（2月16日）
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地
域
審
議
会
の
活
動
を
通
し
て
探
る

さ
ら
な
る
発
展
へ
の
ヒ
ン
ト

町
村
合
併
後
も
地
域
振
興
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
種
市･

大
野
両
地
域
審
議
会
。

合
併
後
の
町
の
動
き
を
よ
く
知
る
審
議
会
は
、
地
域
課
題
を
相
談
で
き
る
身
近
で
力
強
い
存
在
で
す
。

５
年
間
の
活
動
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
会
長
が
感
じ
て
い
る
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
ヒ
ン
ト
と
は
…

  INTERVIEW② 種市 ･大野地域審議会の会長に聞く

　

地
域
審
議
会
は
、
町
村
合
併
後

も
旧
町
村
の
地
域
振
興
を
図
る
た

め
、
平
成
18
年
か
ら
10
年
の
間
、

種
市
・
大
野
両
地
域
に
設
置
さ
れ

て
い
る
組
織
で
す
。
委
員
は
公
共

的
団
体
の
役
職
員
（
１
号
委
員
）

や
学
識
経
験
者
（
２
号
委
員
）、

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
人
（
３

号
委
員
）
の
計
10
人
ず
つ
。
任
期

は
２
年
間
で
、
現
在
は
３
期
目
の

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
（
委
員

氏
名
は
下
段
で
紹
介
。
敬
称
略
）。

　

審
議
会
の
役
割
は
、
町
か
ら
の

諮
問
に
対
す
る
審
議
・
答
申
。
こ

れ
ま
で
「
洋
野
町
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
新
町
建
設
計
画
）」
に
盛

り
込
ま
れ
た
事
業
の
執
行
状
況

や
「
洋
野
町
総
合
計
画
」、「
洋
野

町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
策

定
す
る
前
に
内
容
を
審
議
す
る
な

ど
、
合
併
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

  
地
域
格
差
を
チ
ェ
ッ
ク

振
興
に
格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

  

町
の
動
き
を
知
る
組
織

定
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
町
に

「
意
見
書
」
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
提
言
の
あ
っ
た
特
定
課

題
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

合
併
時
か
ら
町
の
さ
ま
ざ
ま
な

計
画
や
主
要
事
業
の
執
行
状
況
に

つ
い
て
審
議
を
重
ね
、
地
域
事
情

に
も
精
通
し
て
い
る
両
審
議
会

は
、
合
併
後
の
町
の
動
き
を
よ
く

知
る
組
織
。
地
域
の
課
題
に
つ
い

て
相
談
で
き
る
、
身
近
で
力
強
い

存
在
な
の
で
す
。

氏名 地区 役職など
髙屋敷幸雄 宿戸 会長・1号委員
大入一弘 一区 副会長・1号委員
古川戸秀男 小子内 1号委員
大村文雄 角浜 1号委員
澤村よう子 玉川 1号委員
村上義也 大谷 2号委員
下平富男 平内 2号委員
長根俊男 中野南区 3号委員
十文字則子 大沢 3号委員
下苧坪知子 角浜 3号委員

氏名 地区 役職など
日影永一 萩の渡 会長・2号委員
青澤一義 下帯島 副会長・1号委員
川﨑吉郎 下明戸 1号委員
奥寺一夫 上組 1号委員
村田 修 芦の口 1号委員
秋山陽子 上水沢 1号委員
太長根英子 横山 1号委員
間澤榮次郎 権谷 2号委員
山下俊夫 蒲の口 3号委員
塩倉健一 下高森 3号委員

■種市地域審議会の委員（第3期） ■大野地域審議会の委員（第3期）

3期目を迎えた地域審議会の、
平成22年度第1回合同審議会
（昨年4月19日、役場種市庁舎）

■種市地域審議会の提言
　・教育環境の充実について（Ｈ19）
　・少子化対策について（Ｈ19）
　・種市・大野地域間交流の促進につ
　　いて（Ｈ19）
　・ウニを核とする水産資源の活用に
　　よる地域振興について（Ｈ21）

■大野地域審議会の提言
　・バスの交通対策について（Ｈ19）
　・学校統合と廃校の有効活用につい
　　て（Ｈ19）
　・雇用対策について（Ｈ19）
　・学校統廃合の促進（Ｈ20）
　・大野地域中心街の振興（Ｈ20）
　・定住促進対策の推進（Ｈ20）
　・バス路線の維持確保対策について
（Ｈ21）

　・未利用公共施設の利活用について
（Ｈ21）

　・環境保全対策について（Ｈ21）

　

さ
ら
に
審
議
会
は
、「
必
要
と

認
め
る
事
項
に
つ
き
、
町
長
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

両
審
議
会
は
諮
問
事
項
の
審
議

の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

※第3期委員の任期は、両審議会とも平成22年4月1日～平成24年3月31日までの2年間

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

町
の
良
さ
を
掘
り
下
げ
て
紹
介
し
た
い

|  
種
市
地
域
審
議
会  

髙
屋
敷
幸ゆ

き

雄お 

会
長

た
ど
り
着
く
の
は
、「
人
材
育
成
」。

リ
ー
ダ
ー
が
育
つ
環
境
の
整
備
を

|  
大
野
地
域
審
議
会  

日
影
永え

い
い
ち一 

会
長

　

種
市
地
域
審
議
会
で
は
、
種
市

だ
け
で
な
く
町
全
体
を
考
え
て
活

動
し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
議
論

に
も
な
り
ま
す
が
、
お
互
い
の
地

域
を
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
。そ
こ
は
素
直
に
認
め
、

合
併
後
10
年
間
の
期
限
付
き
の
活

動
で
は
、
種
市
地
域
の
振
興
を
議

論
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

5
年
間
の
活
動
で
、
審
議
会
は

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
議
論

し
、
解
決
策
を
町
に
提
言
し
て
き

ま
し
た
が
、
最
近
よ
く
議
論
さ
れ

る
の
は
、
定
住
促
進
に
つ
い
て
で

す
。
定
住
対
策
と
言
っ
て
も
、
多

く
の
人
に
定
住
し
て
も
ら
う
に
は

山
ほ
ど
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
課
題
の
こ
と
ば
か
り

考
え
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

町
に
は
良
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん

あ
る
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
昨
年

末
は
暴
風
と
高
波
が
押
し
寄
せ
ま

し
た
が
、
他
地
域
と
比
べ
、
水
産

業
の
被
害
は
非
常
に
少
な
く
、
一

昨
年
の
岩
手
北
部
地
震
で
も
人
的

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
洋

野
町
は
自
然
災
害
に
強
く
、
命
の

危
険
が
少
な
い
町
な
の
で
す
。

　

審
議
会
で
は
、
委
員
全
員
が
町

の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
話
し

　

昨
年
８
月
、
大
野
地
域
審
議
会

は
大
野
地
域
の
全
世
帯
を
対
象
に

「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

行
い
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
２
月

に
大
野
地
域
の
全
世
帯
へ
配
布
し

た
と
お
り
で
す
が
、
審
議
会
の
今

後
の
活
動
に
あ
た
っ
て
の
多
く
の

ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、
審
議
会
で
は
、
地
場
産
業
振

興
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
、

農
業
の
後
継
者
対
策
な
ど
、
多
く

の
地
域
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ど
の
課
題

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
て
も
、
最

終
的
に
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ
は

「
人
材
育
成
の
大
切
さ
」
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
や
産
業
振
興
な
ど

で
活
発
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
は
、
町
内
外
を
問

わ
ず
、
必
ず
リ
ー
ダ
ー
の
存
在

が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
は
、
当
時

役
場
の
裏
に
あ
っ
た
研
修
所
で
昼

夜
を
問
わ
ず
研
修
に
励
ん
だ
大
野

の
若
者
た
ち
が
、
そ
の
後
の
ま
ち

づ
く
り
や
産
業
振
興
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
、
と
い

て
く
れ
る
ん
で
す
。
学
童
保
育
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
頑
張
り
と

か
、
老
人
福
祉
施
設
の
豊
富
さ
と

か
。
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
消
防

団
員
不
足
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
も
っ
と

掘
り
下
げ
て
紹
介
す
れ
ば
、
町
を

好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
と
、
個
人
的
に
は
、
漁
業
で

も
農
業
で
も
、
若
い
後
継
者
が
魅

力
を
感
じ
ら
れ
る「
稼
げ
る
仕
事
」

が
町
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
せ

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
少
子
化
も

進
ん
で
い
ま
す
が
、
人
数
は
少
な

く
て
も
、
若
い
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
や
志
向
に
合
っ
た
講
習

や
研
修
な
ど
に
取
り
組
め
る
環
境

を
整
備
で
き
れ
ば
、
将
来
の
町
の

リ
ー
ダ
ー
が
育
つ
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
急
を
要
す
る
地
域
課

題
へ
の
対
策
も
考
え
な
が
ら
、
次

代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
を
掘
り
起
こ

し
、
応
援
し
て
い
く
環
境
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
が
、
町
の
発
展
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。（
特
集
終
わ
り
）
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生かそう。大切な一票

県知事・
県議会議員選挙

洋野町
議会議員選挙 ４月２４日（日）投開票

　

県
知
事
選
挙
を
皮
切
り
に
、

統
一
地
方
選
挙
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
県
知
事
と
県
議
会

議
員
選
挙
は
4
月
10
日
、
町

議
会
議
員
選
挙
は
4
月
24
日

が
投
票
日
で
す
。
私
た
ち
の

生
活
に
直
接
関
わ
る
身
近
な

選
挙
で
す
。
期
日
前
投
票
な

ど
を
活
用
し
、
棄
権
せ
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。
投
票
所
な

ど
は
、
広
報
ひ
ろ
の
４
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４月１０日（日）投開票

県知事・県議会議員選挙 洋野町議会議員選挙

投　　票
【日時】4月10日㈰ 午前7時～午後6時

【場所】入場券に記載された各投票所

【日時】  4月24日㈰ 午前7時～午後6時

【場所】入場券に記載された各投票所

開　　票
【日時】4月10日㈰ 午後8時～

【場所】種市体育館

【日時】4月24日㈰ 午後8時～    

【場所】種市体育館

投票できる人

　平成3年4月11日までに生まれた人で、平成22

年12月31日以前から引き続き町内に住所を有し、

選挙人名簿に登録されている人。

　ただし、平成23年1月1日以降に県内の他の市町

村に転出した人は、市町村が発行する「引き続き

県内に住所を有する旨の証明書」を提示すること

により本町の投票所で投票することができます（転

入先の市町村では直接投票はできません）。　また、

平成23年1月1日以降に他の市町村から本町に転

入した人は、本町では直接投票はできませんので、

市町村が発行する「引き続き県内に住所を有する

旨の証明書」を提示し、前住所地で投票してくだ

さい。

　平成3年4月25日までに生まれた人で、平成23

年1月18日以前から引き続き町内に住所を有し、

選挙人名簿に登録されている人。

投票所入場券
郵送により4月1日㈮ から配布

（1人1枚のはがきサイズ）

郵送により4月19日㈫ から配布

（1人1枚のはがきサイズ）

期日前投票

【場所】　役場種市庁舎1階町民ホール、または役場

大野庁舎1階第1会議室

【日時】 ▽県知事選挙…3月25日㈮～4月9日㈯ 

▽県議会議員選挙…4月2日㈯～9日㈯ ※いずれも

午前8時30分～午後8時

【場所】　役場種市庁舎1階町民ホール、または役場

大野庁舎1階第1会議室

【日時】4月20日㈬～23日㈯ 午前8時30分～午後8

時

不在者投票

　入院や入所、旅行などの事情により町外に滞在しており、当日に投票所に行けない人、または期日前

投票所に行けない人は、入院・入所施設や滞在先の選挙管理委員会で不在者投票をすることができます。

入院・入所施設で不在者投票ができるかどうかについては、各施設で確認してください。

　身体障害者手帳や戦傷病者手帳などの交付を受けている人で、一定の要件に該当する人は、郵便など

による不在者投票ができます。すでに「郵便等投票証明書」の交付を受けている人は同証明書を添えて、

県知事・県議会議員選挙は4月6日（水）までに、町議会議員選挙は4月20日（水）までに投票用紙など

を選挙管理委員会へ請求してください。新たに郵便等投票を希望される人や、証明書の有効期限が切れ

ている人（要確認）は、あらかじめ申請が必要です。

decorationan election

故 佐
さ さ き

々木 信
の ぶ

 郎
お

 さん
平成22年12月26日死去 87歳・鹿糠

従五位
教 育

　昭和14年3月に下閉伊郡浅内青年学校

指導員を拝命。以来、昭和54年3月まで

久慈市立長久保小学校長、帯島小学校長、

平内小学校長などの要職を歴任し、教育

の道を信念を持ってまい進しました。

　また、昭和54年4月には旧種市町議会

議員に初当選。5期20年在職したほか、

昭和54年4月から種市町農業委員会委員

を6期18年務め、地方自治の伸展と農業

振興に大きく貢献しました。

故 齋
さ い

 藤
と う

  兼
か ね

 太
た

 さん
平成22年11月8日死去  91歳・大谷

旭日単光章
地方自治

地
方
自
治
や
教
育
で
長
年
に
わ
た
る
功
績
の
あ
っ
た
本
町
の
２
氏
が
、

叙
位
・
叙
勲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
故
齋
藤
兼
太
さ
ん
と

故
佐
々
木
信
郎
さ
ん
の
功
績
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　昭和46年5月、旧種市町商工会の理

事に就任。昭和58年5月までの12年、

商工会組織の基盤づくりや商工業者の

育成と発展に大きく貢献しました。

　昭和58年4月には旧種市町議会議員

に初当選。4期16年の長きにわたり在

職し、総務常任委員長、産業建設常任

委員長などの要職を歴任し、町政の発

展と地方自治の伸展に大きく貢献しま

した。

輝
く
功
績
に
叙
位
・
叙
勲

personnel changes

　

町
教
育
委
員
辞
令
交
付
式

が
２
月
14
日
、
役
場
種
市
庁

舎
で
行
わ
れ
、
水
上
信
宏
町

長
が
大
粒
来
清き

よ

志し

さ
ん
（
62

歳
、
中
野
南
区
）
に
辞
令
を

交
付
し
ま
し
た
。

　

大
粒
来
さ
ん
は
、
昭
和
41

年
３
月
に
八
戸
工
業
高
校
土

木
科
を
卒
業
し
、
同
年
4
月

１
日
か
ら
岩
手
県
職
員
と
し

て
勤
務
し
ま
し
た
。
平
成
20

年
３
月
31
日
に
退
職
す
る
ま

で
、
久
慈
地
方
振
興
局
土
木

部
道
路
都
市
課
長
、
二
戸
地

方
振
興
局
道
路
整
備
課
長
な

ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

大
粒
来
さ
ん
の
選
任
に
あ

た
っ
て
は
、
１
月
27
日
に
開

か
れ
た
平
成
23
年
第
１
回
町

議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
町

議
会
の
同
意
を
得
て
い
る
も

の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
18
年
２
月
14

日
か
ら
町
教
育
委
員
と
し
て

教
育
振
興
に
尽
力
い
た
だ
い

た
佐
々
木
悦え

つ

子こ

さ
ん
は
、
任

期
満
了
に
伴
い
、
２
月
13
日

付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。

教育委員に大粒来氏

水上信宏町長から辞令を交付される大粒来さん（右）

■立候補予定者説明会
【日時】3月22日㈫ 午後3時～

【場所】役場種市庁舎4階大会議室

【対象】立候補予定者本人または関係者（参

加できる人数は1立候補者につき2人以内）

【被選挙権（立候補できる人）】次の要件を満

たす人。①昭和61年4月25日までに生まれ、

平成23年1月18日までに住民登録をし、引き

続き本町に住所を有する人。②成年被後見人

や禁錮以上の刑に処せられその執行を終える

までの人など被選挙権の欠格者でないこと。
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ＨＩＲＯＮＯ・ＮＥＷＳ　　　各種大会で入賞・受賞した皆さんや、町が主催したイベントなどを紹介します

練習の成果を披露する出演者

■長年の医療活動が評価され

　
読
売
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
第

39
回
医
療
功
労
賞
」
県
表
彰
式
が

１
月
20
日
、盛
岡
市
の
エ
ス
ポ
ワ
ー

ル
い
わ
て
で
行
わ
れ
、
昆
和か

ず

子こ

さ

ん（
56
歳
、
緑
町
）
が
長
年
の
医
療

活
動
を
評
価
さ
れ
、
岩
手
県
医
療

功
労
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　
昆
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
か
ら
旧

種
市
町
の
保
健
師
と
し
て
勤
務
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
人
形
劇
な
ど
を
使

い
、
虫
歯
予
防
に
尽
力
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
表
彰
に
「
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
楽
し
く
働
け
ま
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
」
と
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

医療功労表彰を
受けた昆さん

昆和子さんに医療功労賞

■長年の環境保全活動が評価され

　「
大
野
の
自
然
を
守
る
会
（
浜

川
末す

え

ま

つ松
会
長
）」
が
１
月
29
日
、

盛
岡
市
の
ア
イ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

た「
水
と
緑
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
「
水
と
緑
を
守
り
育
て
る
活
動

県
知
事
感
謝
状
」を
受
け
ま
し
た
。

同
会
は
、
２
月
16
日
に
は
役
場
種

市
庁
舎
を
訪
れ
水
上
信
宏
町
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
豊
か
な
山
と
川
を
次

代
に
残
す
こ
と
を
目
的
に
昭
和
55

年
に
発
足
し
、
会
員
は
77
人
。
河

川
の
清
掃
や
ヤ
マ
メ
の
放
流
、
カ

ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
生
息
調
査
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

水上町長に報告に訪れた浜川会長（左から2番目）

「自然を守る会」に感謝状

■空き缶など回収し社会福祉に貢献

　
帯
島
小
（
砂
田
康こ

う
す
け祐
校
長
、
児

童
72
人
）
が
２
月
１
日
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
車
椅
子
１
台
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
帯
島
小
で
は
、
平
成
16
年
か
ら

ア
ル
ミ
缶
と
プ
ル
タ
ブ
の
回
収
を

始
め
、
車
椅
子
１
台
分
（
約
１
万

５
０
０
０
円
）
を
約
７
年
掛
け
て

集
め
ま
し
た
。
車
椅
子
を
受
け

取
っ
た
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
上

森
賢け

ん

治じ

副
会
長
は
「
約
７
年
の
努

力
に
よ
る
貴
重
な
車
椅
子
を
い
た

だ
い
た
。
地
域
の
人
に
貸
し
出
す

な
ど
し
て
、末
永
く
利
用
し
た
い
」

と
感
謝
し
ま
し
た
。

帯島小の児童から車椅子を受け取る上森副会長

帯島小が車椅子１台寄贈

練習の成果を披露する出演者

■ユーキの里づくり推進大会

　「
ユ
ー
キ
の
里
づ
く
り
推
進
大

会
」
が
１
月
21
日
、
大
野
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
町

内
の
農
業
関
係
者
な
ど
約
１
８
０

人
が
参
加
。
６
次
産
業
化
の
取
り

組
み
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
岩
手
大
学
農
学
部

の
鈴
木
幸
一
教
授
に
よ
る
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
西
澤
直
行
岩

手
大
学
特
任
教
授
と
県
職
員
、
町

の
農
業
関
係
者
３
人
が
、
６
次
産

業
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

西澤教授がコーディネーターを務めたパネルディスカッション

６次産業化で地域活性化

■久慈地方農業振興大会

　
平
成
22
年
度
久
慈
地
方
農
業
振

興
大
会
が
２
月
10
日
、
久
慈
市
で

開
か
れ
ま
し
た
。
町
内
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。表彰状を受け取る清水繁

しげかつ

勝さん

町の生産者１０人が受賞

■町自主防災用品貸与式

　
１
月
24
日
、
役
場
種
市
庁
舎
で

町
自
主
防
災
用
品
貸
与
式
が
行
わ

れ
、
町
内
の
自
主
防
災
組
織
６
団

体
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
各
10
個
が
貸
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
貸
与
式
で
は
、
水
上
信
宏
町
長

が
「
日
ご
ろ
か
ら
地
域
で
災
害
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
大

変
心
強
い
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
今
後

の
防
災
活
動
に
効
果
的
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
中

野
、
八
木
北
町
、
麦
沢
、
八
木
南

町
、
緑
ヶ
丘
町
、
明
戸
地
区
の
自

主
防
災
組
織
の
代
表
者
た
ち
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ヘルメットを受け取る明戸地区防災支援隊の川﨑吉
きちろう

郎代表

６団体にヘルメット貸与

■久慈地方農業表彰 ▷明日を拓く担い手賞…

清水繁勝 ■畜産優秀者表彰 ▷酪農部門最優秀

賞、県北広域振興局長賞…下舘岩吉 ▷酪農部

門優秀賞、新岩手農業協同組合長賞…丹野弘志 

▷黒毛部門最優秀賞、全農岩手県本部畜産酪農

部長賞…西幸男 ▷黒毛部門優秀賞、新岩手農

業協同組合長賞…灰玉平巧 ■園芸生産拡大者

表彰 ▷品目別販売優秀賞…北村喜美雄、毛糠

敏昭 ▷市町村別優秀賞…向田ヒサ  ■ほうれん

そう夏期収量アップコンクール個人部門 ▷最

優秀賞…下道登美夫 ▷優良賞…寒風精一
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まちの話題

カマタニヒサトさんの作品「干鮑の頃」

　「洋野の四季フォトコンテスト」（町観光協会主催）

審査会が２月16日、役場種市庁舎で行われ、応募され

た28作品の中から６点の入賞作品が決まりました。

　最高賞の１席は、カマタニヒサトさん（普代村）の

『干
かんぽう

鮑の頃』が選ばれました（写真）。１席以外の入賞

者の皆さんは次のとおりです（敬称略）。▷２席（１点）

…田村吉松（久慈市）▷３席（１点）…木村寛
ひろし

（千葉

県千葉市、阿子木出身）▷佳作（３点）…白山健悦（青

森県おいらせ町）、又城政俊（久慈市）、田子哲
てつ

也
や

（角浜）

入 賞作品6点が決まる
「洋野の四季フォトコンテスト」

　県栽培漁業協会種市事業所と種市高（三浦

俊哉校長、生徒283人）は1月24日、宿戸地区

沖合い約300㍍、水深約8㍍の海底に稚ナマコ

1万匹を放流しました。

　放流実習は、同事業所が1年5カ月育てた

4㌢ほどの稚ナマコを提供して行われたもの

で、同校海洋開発科の生徒8人が潜水し、潮

に流されないように岩陰などに放流しまし

た。今後、約3年掛けて追跡調査をして成長

を見守る予定です。

　ナマコは、中国では高級食材として需要が

高く、高級食材として注目されています。

稚 ナマコ１万匹を放流
種市高が潜水技術を生かして

（写真上）水深約8㍍の海底に稚ナ

マコを丁寧に放流する種市高の

生徒（写真提供＝種市高）

（写真右）放流実習について説明

を受ける生徒たち

町内の学校や地域、各種団体などで

行われた催しを紹介します。

大野保育所で恵方巻き作り

　大野保育所は2月3日、節分の恵方巻き

作りなどを行い、園児たちは町食生活改

善推進員の指導の下、自分たちが育てた

米で一生懸命、恵方巻きを作りました。

もっと！
もっと！

まちの話 題

みどりが丘保育園でお茶会

　みどりが丘保育園で2月5日「お母さん

ありがとうのお茶会」が行われ、年長組

の園児15人が、友だちや母親に感謝の気

持ちを込めてお茶を振る舞いました。

ノブタ興業が町に20万円寄附

　㈱ノブタ興業（信田勝
かつ

司
し

代表取締役）

は2月14日、「町の環境のために使ってほ

しい」と、町ふるさと応援寄附として20

万円を町に寄附しました。

交通ルールについて学ぶ児童たち

寸 劇で防犯意識高める
　城内小（嶽間澤均校長、児童34人）は2月15

日、同校で防犯教室を開き、児童たちは寸劇

などを観賞しながら防犯意識を高めました。

　防犯教室では、県の地域安全アドバイザー

「防犯寸劇の匠」猫塚しずえさんが、児童、教

職員、防犯協会員や種市交番に勤務する警察

官たちと寸劇を披露。連れ去り防止の合い言

葉「いかのおすし」、正しい道路の渡り方や

110番通報について学びました。角嶋未
み

来
らい

くん

（4年）は「危なくなったら、大きな声を出し

て逃げるようにしたい」と話しました。

城内小の全校児童が防犯教室

華 やか舞台発表に歓声
第4回洋野町芸能祭に800人

　「第4回洋野町芸能祭（町芸術文化協会主催）」が1月23日、

大野体育館で開かれました。

　中野わんぱく太鼓サークルの元気いっぱいの太鼓演奏で始

まった芸能祭では、町内各地から集まった22団体が42演目を

披露。出演者たちの華やかな舞台発表に、約800人の観客が

来場した会場からは、大きな拍手と歓声が送られました。

華やかな踊りを披露する出演者たち

歌 で食事の大切さ学ぶ
種市小で食育ミニコンサート

「給食のうた」を児童と一緒に歌う作者の千葉さん（右）と佐藤さん

　2月14日、種市小（柳村栄校長、児童219人）で食育ミニ

コンサートが開かれました。

　同校で給食の時間に流れる「給食のうた」を作った栄養士

の千葉夢実さん（東京都）と佐藤宏幸さん（福島県）が来校。

児童たちは、おなじみの歌の作者と一緒に歌いながら、食事

や給食の大切さに理解を深めました。
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黒
潮
川
柳
句
会
（
兼
題
＝
骨
・
当
季
雑
詠
）

骨
ま
で
も
愛
し
て
い
ま
す
保
険
掛
け
　 

赤
坂
　
香
仙

信
念
は
曲
げ
ぬ
愚
直
な
尾
て
い
骨
　 

柳
清
水
広
作

南
海
の
叔
父
の
遺
骨
は
帰
ら
な
い
　
　
　 

太
長
根
英
子

生
活
一
番
骨
子
か
ぶ
れ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト 

　
　
　
裕
子

骨
の
あ
る
仕
事
ぶ
り
見
て
決
め
た
彼 

典
子

荒
汁
を
骨
ま
で
し
ゃ
ぶ
る
舌
づ
つ
み
　
　
　
　 

小
松
　
松
子

列
島
の
骨
迄
凍
る
大
寒
波 

　
紀
杏

葦あ
し

一
本
描
く
と
わ
た
し
の
骨
に
な
る
　 

野
口
　
一
滴

町
の
中
茅
葺
き
屋
根
の
骨
露
わ
　
　
　 

　
長
根
　
鬼
赫

新
年
の
凍
土
発
止
と
伸
ば
し
骨 

　
坂
久
保
晩
祥

拳
骨
の
効
い
た
時
代
が
懐
か
し
い 

閑
人

こ
の
先
を
骨
に
な
る
ま
で
見
届
け
る 

桐
香

種
市
俳
句
愛
好
会
（
兼
題
＝
日
永
・
当
季
雑
詠
）

逝
く
人
の
思
い
残
し
て
春
立
ち
ぬ 

タ
カ
子

立
春
の
空
に
ク
レ
ー
ン
立
ち
あ
が
る 

東
海
子

立
春
や
鴉

か
ら
す

さ
ざ
め
く
里
日
和 

有
　
心

立
春
や
ゆ
る
む
蛇
口
の
水
の
音 

華
　
乃

里
言
葉
わ
か
る
老
犬
春
立
て
り 

瑞
　
江

柴
又
の
猫
の
手
枕
春
立
ち
ぬ 

暎
　
光

恋
熱
く
語
る
寂

じ
ゃ
く

聴
ち
ょ
う

春
立
つ
日 

碧
　
邦

清
流
短
歌
会

心
し
て
歩
め
と
声
掛
け
送
り
出
す
け
ふ
も
真
冬
日
散
歩
の
妻

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

出
石
　
佑
　 

ダ
ー
バ
ン
の
真
紅
の
コ
ー
ト
で
旅
行
せ
し
妹
い
わ
く
還
暦
だ

か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

吉
田
　
幸
子 

町
な
か
の
茅
葺
き
屋
根
は
骨
露
わ
整
備
な
け
れ
ば
荒
ぶ
ふ
る

さ
と
　
　
　
　
　
　
　
　  

長
根
　
武
信

ク
リ
ス
マ
ス
老
母
の
わ
れ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ッ
ト
ン
下
着
に

心
ぬ
く
も
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
役
　
房
子

薪
ス
ト
ー
ブ
に
手
か
ざ
し
お
れ
ば
虎も

が

り落
笛ぶ

え

し
ゅ
る
る
し
ゅ
る

る
と
闇
夜
を
伝
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

酒
井
　
久
男

若
き
日
は
無
神
論
云
い
し
我
な
る
も
孫
の
入
試
の
合
格
祈

る 

小
村
　
康
夫

年
あ
ら
た
重
ね
て
老
虎
も
八
十
五
詩
え
吟
ぜ
よ
日
本
讃
歌
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

坂
久
保
松
雄

ひ
ざ
に
抱
き
猫
い
と
お
し
む
横
顔
を
見
つ
め
る
我
の
心
は
淋

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

大
光
久
美
栄

遠
目
に
は
き
ら
め
く
鳥
の
溢
れ
い
て
川
面
の
波
の
盛
り
上
り

見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

川
崎
　
久
子

【催し】　「手づくり絵本・紙芝居巡回展（岩手県

入賞作品）」…3月10日㈭～14日㈪まで

【休館日】　 3月2日㈬、9日㈬、16日㈬、21日㈪、

23日㈬、30日㈬、4月6日㈬

　まんがを通して子ど
も自身で学べる新しい
「自立の教科書」。主人
公のまきちゃんと一緒
に考えることで身の回
りの課題に自分で対処
する自立心を身につけ
ることができます。

　ビジネス、子育て、
友人関係…。“自分の
思いが相手に届かな
い”と感じたとき必読
の書。ジャーナリスト
池上彰が「話す」「書く」
「聞く」の３つの能力
の磨き方を紹介。

池上 彰 著（PHP研究所）

 まつい のりこ 作（講談社）松井 今朝子 著（幻冬舎） 

辰巳 渚 著（毎日新聞社） 

【催し】　「卒業・入学に関する本展」…3月1日㈫

～31日㈭、「手づくり絵本・紙芝居巡回展（岩手

県入賞作品）」3月24日㈭～27日㈰まで

【休館日】　3月7日㈪、14日㈪、21日㈪、22日㈫、

28日㈪、4月4日㈪

　「ころころ」「ぽーん」
どんぐりくんがおとし
たボールを追いかけた
先で出会う、いろいろ
な音。子供の感性を広
げていけるたくさんの
擬音語、擬態語に出会
える絵本。

　第137回直木賞作品
「吉原手引草」に続く
花魁シリーズ。美しも
哀しい女道で、性格も
容姿も正反対の二人の
花魁の幼少期からその
行く末までを絢爛豪華
に描いた吉原絵巻。

伝える力

吉原十二月

今月のおすすめ本

  ■大野図書館（☎ 77-4086）

  ■種市図書館（☎ 65-3943）

生涯学習

かわらばん

まちの図書館通信

薫
潮
句
会
二
月
例
会
（
題
＝
新
年
一
般
、
兼
題
＝
如
月
）

如
月
の
誕
生
祝
う
母
囲
み 

 
 

 

ゆ
　
り

如
月
の
重
ね
着
を
し
て
過
し
を
り 

純
　
子

如
月
や
朝
焼
け
染
ま
る
満
潮
時 

八
重
子

如
月
や
つ
い
口
遊
む
「
早そ

う

春
し
ゅ
ん

賦ふ

」 

　
　 

　

ま

こ

如
月
や
息
吹
き
か
け
て
眼
鏡
拭
く 

  
 

茂
　 

如
月
や
こ
も
ご
も
娘
等
の
長
電
話 

 
 

栄
　
子

如
月
や
仏
頂
面
に
仏
石 

 
 

 

長
　
子

如
月
や
誕
生
日
迎
え
朝
寒
し 

 
 

 

祐
　
光

如
月
や
年
を
忘
れ
し
四
姉
妹 

 

ツ
　
ヤ

如
月
や
箱
へ
ぽ
と
り
と
診
察
券 

玲
　
子 

如
月
や
触
れ
る
碁
石
の
指
の
冷
え 

寿
　
重

　ぼーる
　　ころころぽーん

渚著（毎 新 社）

こういうとき
どうするんだっけ

　
洋
野
町
教
育
振
興
大
会
が
２
月

５
日
、町
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
、

町
民
や
関
係
者
な
ど
約
７
０
０
人

が
参
加
。
教
育
振
興
運
動
の
推
進

に
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
教
育
振
興
会
表
彰

や
記
念
講
演
、
実
践
区
活
動
発
表

や
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
表
彰
で

は
、
11
個
人
４
団
体
が
奨
励
賞
、

46
個
人
４
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興

賞
、
平
内
小
学
校
と
大
野
第
二
中

学
校
が
特
別
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　町教育委員会は、来年度実施予定の放課後子ど

も教室の運営を補助していただく、安全管理員を

募集しています。

　放課後子ども教室は、放課後の子どもたちの安

心・安全な居場所づくりのために開かれていま

す。平成22年度は、種市地区の小学校6校で延べ

6500人以上の児童が参加。地域の皆さんのご協力

で活動が支えられています。子どもたちを見守り

ながら楽しく交流を深めてみませんか。

■日時（予定）　平成23年 4月～平成24年 2月ま

での放課後2時間

■場所　種市地域の各小学校の空き教室

■内容　児童の創作・体験活動を補助しながら、

活動の安全を確保する

■応募資格　資格や経歴などは一切問いません

■謝礼　1回につき 1100円

■応募・問い合わせ先　町民文化会館 ☎ 65-5411

「安全管理員」を募集

昨年12月に行われた合同クリスマスパーティ

太
鼓
教
室
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表
会

　
種
市
海
鳴
太
鼓
と
お
お
の
鳴
雷

太
鼓
は
「
町
村
合
併
５
周
年
記
念

２
０
１
１
洋
野
町
太
鼓
教
室
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
発
表
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
両
太
鼓
と
よ
さ
こ
い
団
体
、

そ
し
て
太
鼓
教
室
の
受
講
生
た
ち

の
練
習
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
日
時  

３
月
27
日
㈰ 

午
後
１
時

30
分
〜
（
午
後
１
時
開
場
）

■
場
所　

町
民
文
化
会
館

■
入
場
料　

前
売
り
８
０
０
円
、

当
日
１
０
０
０
円　

※
高
校
生
以

下
無
料

■
友
情
出
演　

お
お
の
雅
組
、
て

ん
つ
く
連

■
前
売
券
取
扱
場
所　

町
民
文
化

会
館
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
先
　
種
市
海
鳴
太

鼓
事
務
局 

呑ど
ん
こ
う香 

☎
65-

３
０
６

１
、
お
お
の
鳴
雷
太
鼓
会
長 

木

村 

☎
77-

２
１
１
５

発表会に向けて練習に励む太鼓教室の受講生

　町水泳協会は、水泳教室を開催し

ます。日本水泳協会の有資格者が指

導に当たりますので、泳げない人も

お気軽にご参加ください。

■日時　3月 17日㈭、18日㈮、24日

㈭、25日㈮、28日㈪、29日㈫、31日

㈭の午後6時 30分～ 7時 45分

■対象　18歳以上の男女。まったく

泳げない人も大歓迎

■料金　1500円（プール使用料、保

険料を含む）

■問い合わせ先　種市屋内温水プー

ル ☎65-5566

町水泳協会の
水泳教室

町
教
育
振
興
大
会
に
７
０
０
人

平内実践区によるコーラス発表

　
実
践
活
動
発
表
で
は
、
種
市
、

平
内
の
両
実
践
区
が
、
そ
れ
ぞ
れ

息
の
合
っ
た
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ラ

ス
を
披
露
。
そ
の
後
、
事
例
発
表

が
行
わ
れ
、
城
内
、
宿
戸
、
林
郷

の
３
実
践
区
が
読
書
活
動
の
推

進
、家
庭
学
習
の
取
り
組
み
な
ど
、

活
動
の
成
果
や
今
後
の
課
題
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、記
念
講
演
で
は
、フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
田
加
代
子
さ

ん
に
よ
る
「
家
族
の
力
〜
ラ
ジ
オ

番
組
『
家
族
の
絆
』
制
作
現
場
か

ら
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。









２０１１.３月号ひろの広 

報 2627 ２０１１.３月号 ひろの広 

報

日　　　　　月　　　　　火　　　　　水　　　　　木　　　　　金　　　　　土

3 4

10 11 126 7 8 9

17 18 1913 14 15 16

24 25 2620 21 22 23

31 4/1 227 28 29 30

73 4 5 6

53/1

98

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

※広告は、広告主から掲載料をいただいて掲載しています。掲載を希望する方は役場企画課（☎65-5912）まで。

・9カ月児相談（種市
保健センター9:45～）

平成２３年3月の行事・健康カレンダー 

・1歳6カ月児健診（種
市保健センター 12:45
～ )

・火防点検（町内全域 
9:00 ～ )
・昭和三陸大津波慰
霊祭（昭和三陸大津波
慰霊碑前 9:00 ～ )

　（ 1月末現在、（　）は先月比）

　総人口　19,295人（ ー  11人）
　　男　　 9,364人（ ー  11人）
　　女　　 9,931人（ ー    0人）
　世帯数   6,839世帯 ( ー   5世帯）

・人権相談（役場大野
庁舎10:00～ 15:00）
・乳児健診、ＢＣＧ
予防接種（大野保健
センター12:30～）

・ひろの星空教室39
（ひろのまきば天文台 
19:00～)

・平内小学校閉校記
念式典（同校体育館
10:00～ )

・2011町太鼓教室チ
ャリティー発表会（
町民文化会館13:30～）

・バルーンアート教
室（種市図書館 14:00
～ )

子どもの名前 父　母 地　区

（
（
（

（小　橋）

（二戸市）

（大　沢）

（横　手）

（久慈市）

（大　沢）

柳　澤　将　人

泉　山　絵　里

上大澤　有　喜

外久保　絵　里

山　口　　慧

十文字　真　美　

（　　　　 ）

（　　　　 ）

（　　　　 ）

（　　　　 ）

（　　　　 ）

（　　　　 ）

小　橋　拓　実

原子内　翔　愛

塩　倉　愛　葵

柏　木　優　歌

中　村　公　柚

加　藤　花　音

川　尻

宿　戸

下高森

泥　濘

中山住宅

蒲の口

一幸・真知子

嘉宏・裕美

健一・紀子

翔吾・美琴

直樹・智愛美

潤一・智子

 たく  み

 と  あ

 あ  おい

 ゆた  か

 く  う 

 か  のん

（緑ヶ丘 ・ 74歳）

（伝　吉 ・ 74歳）

（角　浜 ・ 82歳）

（川　尻 ・ 73歳）

（八木南町 ・ 73歳）

（一　区 ・ 95歳）

（角　浜 ・ 90歳）

（鹿　糠 ・ 74歳）

（平　内 ・ 83歳）

（城　内 ・ 82歳）

（角　浜 ・ 101歳）

（小路合 ・ 83歳）

（戸類家 ・ 58歳）

（中野北区 ・ 99歳）

（東大野 ・ 94歳）

（柏木畑 ・ 85歳）

（上　浦 ・ 78歳）

（生　平 ・ 78歳）

（東大野 ・ 83歳）

茨　島　忠　治

北　澤　正　雄

濱荒津　岩次郎

雪　畑　昭　夫

礒　﨑　禎　子

大　下　ヨ　子

大　村　タ　マ

野　口　重　治　

庭　瀬　　隆

日　當　トミヱ

北　村　マツヱ　

野　口　ト　シ　

安　藤　すず子

玉　澤　ミサヲ　

高　山　岩太郎

　橘　　治三郎

滝　音　倉　松

生　平　誠　孝

中　村　與茂吉

戸籍の窓口
 平成23年1月届け出分（敬称略）

※このコーナーへの掲載を希望しない

人は、届け出の際にお申し出ください。  

・人権相談（種市勤労
青少年ホーム10:00 ～
15:00）

・春分の日
・大野第二中学校閉
校記念式典（同校体
育館 10:00 ～ )

・2歳児健診（大野保
健センター12:45～ )

・2歳児歯科健診（種
市保健センター 13:00
～ )

・全血献血（役場種市
庁舎 11:00 ～、㈱岩本
電機15:30～）
・乳児健診、ＢＣＧ
予防接種（種市保健
センター12:30～）

　 ・町柔道大会（種市武
道館 9:00 ～ )

・介護講談「鶴瑛の
修羅場介護日記」（町
民文化会館14:00～）

・大野中学校開校式
（同校体育館 9:00 ～ )

真心でご奉仕致します

慶弔料理・仕出し・お弁当・宴会承ります

磯料理　喜 利 屋磯料理　喜 利 屋
国道45号線沿種市  tel 65-2971・ fax 69-1012（木曜定休）

ダイバー印

暮らしに役立つ情報ファイル

まちの動き・データ（平成23年1月分）

・自殺対策強化月間
（～31日）
・春季全国火災予防
運動期間（～7日）

人  口

　（（　）内は1月からの累計）

　火　　災 0件（   0件）
　救　　急 　　44件（  44件）

　（（　）内は1月からの累計）

　死　　者　 0人（ 0人）
　人身事故 2件（ 2件）
　負 傷 者  2人（ 2人）
　物損事故 14件（ 14件）
　飲酒運転 3件（ 3件）
　

◎飲酒運転検挙状況（H22.8～H22.12）
　県内34市町村中、ワースト11位

　　　（県交通安全対策協議会調べ）  

交  通

火災・救急

■休日当番医　 ▽ 内科医…3月5日

㈯、13日㈰、19日㈯、20日㈰　 ▽外

科医…3月6日㈰、12日㈯、21日㈪、

26日㈯、27日㈰

■特別診察　 ▽ 皮膚科診察…3月3

日㈭、17日㈭、31日㈭ 午後1時30

分～4時30分　 ▽糖尿病診察…3月

25日㈮ 午後2時～　※日程は変更

になる場合があります。電話でご確

認のうえご来院ください

■院長のなんでも医療相談　 ▽日時

…3月10日㈭、24日㈭ 午後2時～3

時  ▽受付場所…病院窓口

■自殺対策医療従事者研修会を開催

　2月17日、国保種市病院で開かれ

た「自殺対策医療従事者研修会」に

種市病院の職員など関係者約50人

が参加（写真）。医療現場での自殺

対策について理解を深めました。

　 国保種市病院 ☎65-2127

種市病院の診察日程

【奉仕】町社協はまなす会、傾聴ボ

ランティアこころっこ

【寄贈】 日澤綾
あや

子
こ

さん（二区）…生

け花

うなばら荘への奉仕・寄贈

交番・駐在所だより

■子どもを犯罪から守ろう

　昨年度、県内の声掛け事案の情

報は182件（前年比50件増）でし

た。そのうち74件は小学生が対象で、

多くは下校時の通学路で発生して

います。

　保護者や地域の皆さんは、次の3

点についてご協力をお願いします。

①集団で登下校させ、外出時は行き

先を確認する

②登下校時に子どもを見守る

③防犯ブザーの使い方と「１１０番

の家」の活用方法を教える

　また、不審者を見かけたり、声掛

けがあった時は、すぐに警察へ通報

してください。素早い通報が行為者

の検挙に繋がり、犯罪を防止します。

　 久慈警察署種市交番 ☎65-2133

町のシンボル
キャラクター
「ダイちゃん」

町のシンボル
キャラクター
「マキちゃん」

問

【おわびと訂正】広報ひろの2月号23㌻に掲載し
た林郷スヱさんの生年月日「大正6年」は、正
しくは「昭和6年」でした。おわびして訂正い
たします。

問

 ■ご予約・お問い合わせ先…グリーンヒルおおの ☎ 77-2266

歓送迎会プラン
おおのキャンパス グリーンヒルおおの

　今年のオードブルプランは「選べ
るチョイス鍋」。赤鶏鍋、八幡平ポー
ク鍋、八幡平ポークキムチ鍋の３種
類からご指定ください。大型バスで
の無料送迎（要予約）も承ります。

団体特典（15名様以上）

①カラオケ無料（通常3,000円）
②おおの健康の湯無料入浴券進呈
③幹事様に2,000円分の食事券進呈

◎オードブルプラン4,000円、和食膳プラン5,000円（120分飲み放題込み）
平成23年4月30日までの限定企画

◎自衛隊入隊者が町長表敬

　2月 18 日、町出身の自衛隊入隊

予定者3人が役場種市庁舎で水上信

宏町長に入隊を報告。粒来章
しょう

悟
ご

さん

（種市高3年、写真＝左から3番目）

は「入隊は中学のころからの夢だっ

た。自覚を持って国や国民を守りた

い」と話しました。



編  

集  

後  

記

▽
洋
野
町
誕
生
か
ら
５
年
。
特

集
で
は
不
景
気
が
続
く
世
の
中

で
町
の
将
来
を
ど
う
見
据
え
れ

ば
い
い
か
悩
み
ま
し
た
が
、
そ

の
ヒ
ン
ト
は
取
材
先
で
教
え
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
を
向
け
ば
、
希
望
は
わ
い
て

く
る
も
の
で
す
ね
。（
佐
々
木
）

　▽
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
美
女
と
野

獣
」。
出
演
し
た
皆
さ
ん
の
堂
々

の
演
技
に
胸
を
打
た
れ
ま
し

た
。
誤
解
を
さ
れ
な
い
よ
う
に

書
き
ま
す
が
、
野
獣
を
演
じ
た

の
は
僕
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕

は
、
風
貌
が
ほ
ん
の
少
し
野

獣
っ
ぽ
い
だ
け
で
す
。（
滝
口
）

表紙の 話
・

お
　児童たちは、団子と一
緒に手づくりの宝船など
の飾りをミズキに飾り付
けました。よく見ると、
絵の裏には一人ひとりの
願い事が。真っすぐな瞳
で団子を飾った子どもた
ちの願いは、きっと神様
に届くと感じました。

四
季

◎ｓｈｉｋｉ－ｓａｉ

彩
ｈｉｒｏｎｏ

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
ま
だ
ま

だ
続
く
2
月
の
あ
る
朝
、
和
座

地
区
の
集
落
の
南
側
の
山
際
に

は
、
白
い
雲
の
よ
う
な
帯
状
の

「
川
霧
」
が
細
長
く
横
た
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

川
霧
と
は
、
川
か
ら
の
水
蒸

気
が
急
激
に
冷
や
さ
れ
て
霧
に

な
り
、
空
気
の
温
度
差
に
よ
り

低
く
滞
留
す
る
現
象
。
気
温
が

氷
点
下
に
な
っ
た
時
や
、
水
温

と
気
温
の
差
が
８
℃
以
上
に

な
っ
た
時
に
発
生
し
や
す
く
な

る
も
の
の
よ
う
で
す
。

　

山
際
を
流
れ
る
和
座
川
か
ら

立
ち
上
り
、
幻
想
的
な
佇
ま
い

を
見
せ
る
川
霧
。
古
く
か
ら
俳

句
の
題
材
な
ど
に
も
使
わ
れ
る

美
し
い
自
然
の
造
形
を
、
町
内

で
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

和
座
の
川か

わ
ぎ
り霧

■
撮
影
日  

平
成
23
年
２
月
４
日

■
撮
影
地  

和
座
地
区
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